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2020 年度北大組合定期大会 
 

 

 

 

 

  8 月 1 日(土)10 時より北大教職員組

合初のリモート定期大会が開かれまし

た。参加代議員は、定刻までにリモート

会議システムの ZOOM にログインし、

規約上 7 月に開催すべき定期大会が 8

月 1 日開催となったことを了承しまし

た。続いて、資格審査委員を工学部班の

深澤代議員に、議長を教育学部班の白水

代議員とする執行部案が了承され、議事

が始まりました。 

執行委員長から、総長解任問題と新型

コロナ感染症が重なり大変な時期に組

合が取り組んだことを議論し、既に信任

されている次期執行委員会の方針を決

めていただきたいとのあいさつがあり

ました。続いて、深澤資格審査委員から、

総代議員数 42 名中、出席代議員数が

36 名で過半数の 22 名を越えており、

大会が成立している事が報告されまし

た。 

 

 

最初に執行部から大学をめぐる情勢

と組合の取り組みについての 1 号議案

が説明され、その後、質疑に入りました。

過半数代表を務めている代議員から問

題提起があり、労使協定を結ぶ過半数代

表と組合が連携を強めることについて

意見交換がなされました。今後、組合執

行部と過半数代表との連携を密にし、情

報を共有しながら団体交渉などを進め

ることを確認し、1 号議案「２．組合員・

教職員の生活と権利を守る取り組み」の

見出し「④過半数代表の取り組み」を「④

過半数代表との連携への取り組み」とす

る修正が執行部から提案されました。 

 

 

続いて、新型コロナ感染症に関する意

見交換がなされました。ここでは具体的

な問題として、リモート講義などに伴う

過重負担、オンライン業務に伴う疲労の

蓄積と健康被害、超過勤務の実情把握の

必要性、宿泊施設業務で感染した時の労

災の扱い、実態調査結果を労働安全衛生

委員会で取り上げる必要性、社会に向け

大学として情報発信する意義、などにつ

いての意見が出されました。また、書記

局に寄せられた労働相談として、北大か

ら感染者が出たため親族が介護サービ

スを受けられなくなった事例などが紹
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介されました。 

 

続いて 2 号議案（決算）の説明と会計

監査報告がありました。監査委員からは

活動費の執行率が低いことが活動の停

滞を表しており、改善すべきとのコメン

トがありました。これに対し執行部から、

コロナ禍で行事ができずに予算執行が

低調になっただけでなく、送別会の会場

を変えるなど経費節減に努めたことも

決算上の低い執行率になっているとの

答弁がありました。懸案となっていた組

合費の改定については、現在の組合員数

で定額化することは組織維持上難しい

ことから提案できないという結論に至

ったとの報告がありました。 

（写真：リモート定期大会の様子）  

続いて 3 号議案（予算）、4 号議案（選

挙管理委員選出）、5 号議案（組合加入

承認）が説明され、その後採決が行われ

ました。１号議案から５号議案の全てが

賛成多数で可決されました。なお、１ ,３

号議案は web システムを利用して採決

が行われました。 

 

最後に、現在進行中の総長選考につい

て情報交換を行ない、従来から行われて

いる公開質問状を出すこと、総長選考の

意向投票では学内民主主義を尊重する

候補が過半数を大きく超える票を得る

ことが重要との指摘がありました。 

予定された議事は 12 時 30 分前に無

事終了し、議長および大会役員が解任さ

れました。最後に、戸田書記長の進行で、

7 月末をもって退任される執行委員、新

たに信任された執行委員が紹介され、

12 時 40 分に散会しました。 

（執行委員長・山形定）  

 

2020年度新執行部が発足 
 ８月３日に新執行部が発足しました。今年度は総勢 9 名体制となります。 

執行委員長 山形 定 会計監査委員 駒川 智子 

副委員長 日下 稜 会計監査委員 山口 未花子 

副委員長 東山 寛 会計監査委員 中川 直也 

書記長 上山 浩次郎   

書記次長 山口 桂 選挙管理委員 長谷川 貴彦 

執行委員 山田 幸司 選挙管理委員 蓑島 栄紀 

執行委員 馬谷 佳幸 選挙管理委員 中澤 祐一 

執行委員 大西 一弘   

執行委員 岡坂 直寛   

組合全体の活動強化が必要 

 

 

全大会議案を可決承認 

 

 

総長選考について意見交換 
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＜ 新執行委員からのメッセージ ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副執行委員長・日下 稜   

（工学部班） 

  非正規職員の待遇は、 5 年雇止めを

始めとし、基本給、賞与、手当、休暇のい

ずれも取っても非常に低く抑えられていま

す。これらの雇用条件が少しでも改善さ

れ、非正規職員であっても働きに見合っ

た待遇を得られるよう大学に働きかけた

いと思います。 

 

  書記長・上山 浩次郎（教育学部班）     

  こちらで働かせていただくようになってから、一定の期間がすぎました。そうした中で、国立

大学改革が進んできました。さらに、本学では「総長解任問題」があり、現在では次期総長の

選考がすすんでいます。こうした中で、組合活動を通じて、あらためて、大学のあり方や大学

で働くことの意味について考えてみたいと思っています。 

  力不足ではあることは重々承知しておるのですが、ご理解とご協力のほど、よろしくお願い

いたします。 

副執行委員長・東山 寛  

（農学部班） 

  農学部班は私のいる農業経済学科で若

手教員２名の新規加入があり、組合員は増

えております。来期こそは新人を執行委員

会に送り出すべく、私が１年、おつとめをさ

せていただくことになりました。年齢的にもキ

ャリア的にもベテラン組合員の域に入ってし

まったかもしれませんが、若い人たちの邪

魔をしないようにがんばります。 

執行委員長・山形 定（工学部班）   

 ２０１９年度の執行委員会は、「総長解任の申出」に始まり、「総長解任」で終わったとの感が

あります。それに加え、２０２０年の年明けから新型コロナ感染症が世界的に広がり始め、大

学を含めた世の中をすっかり変えてしまいました。この間、痛感したのは事実を共有し、判断

基準を明確に伝えることの重要性です。この点から見れば、とりわけ総長解任について大学

側の対応は全く納得のいかないものでした。仮に判断が正しくても、事実を明らかにしなけれ

ば構成員からの信頼は得られません。まして判断が正しくない場合には、事実がわからない

まま同じ過ちが繰り返されることになります。真理探究の場である大学は、大学運営に関して

も、事実に基づき、判断根拠を明らかにしなければなりません。 

 組合が取り組んでいる非正規雇用の５年期限撤廃などについても事実と根拠に基づいて、

そして連帯・団結の力で解決を目指したいと思います。コロナ禍のため、しばらくは「ソーシャ

ルディスタンス」という物理的距離を保つ生活が続くでしょうが、組合は心の距離を短く、すな

わち「共感」できる組織として諸問題に取り組み、その中から「分断され競争を強いられる今の

社会」とは異なる「もう一つの社会」の在り様を見出していきたいものです。北大職組が、共感

と連帯・団結に基づき、学内の民主主義を追求しながら働く環境を改善していくことにもう一

年、力を尽くしたいと思います。 
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公開質疑（意向聴取対象者向け）      2020年8月18日（火） 

意向聴取（意向聴取対象者による投票） 2020年8月28日（金） 

選考会議による総長候補者へのヒアリング 2020年9月 1日（火） 

選考会議による総長予定者の決定  2020年9月 2日（水） 

 
 

次の期間、組合書記局が閉鎖となります：８月13日（木）～14日（金） 

  執行委員・馬谷 佳幸  

 （研究林班） 

  初めて執行委員となりました、研究林班

の馬谷佳幸と申します。技術職員になって

８年目です。至らない点も多々あるかと存じ

ますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

  執行委員・山田 幸司  

（本部書記局） 

  ２０２０年度執行委員を務めさせて頂きま

す大学院地球環境科学研究院の山田幸司

と申します。以前から鈴木カップリングなど

を用いて新しい蛍光色素の開発を主な研究

対象とさせて頂いていましたが、縁あって１

４年前より北海道大学に籍を置いておりま

す。他大学と比べても北海道大学のポテン

シャルは高いと思いますので、少しでも大学

の就業環境が良くなるように活動していく所

存です。産学連携・研究不正の問題を取り

扱ったことがありますので困ったことがあり

ましたらご連絡頂ければと存じます。 

書記次長・山口 桂 （医学部班）  

  前期が最後の執行委員に成ると思い書記次長（財政部長）を引き受けてしまいましたが、

今期も留任となるため、本当に最後のご奉公となりますが、コロナウイルスに負けないよう

に、健康に留意しながら、頑張りたいと思っています。 

  執行委員・大西 一弘  

 （研究林班） 

  札幌から遠く離れた和歌山の地から、微

力ながらもお力添えできればと思います。組

合活動と職場の情報等の連携がスムーズに

できるように努力します。宜しくお願い致しま

す。 

執行委員・岡坂 直寛  

         （理学部班） 

  今回初めて執行役員を拝命いたしまし

た。事務部に長く続く過重労働・サービス

残業の問題が組合活動のきっかけです。

就労環境をめぐる問題では、罰則の付与

もその内容として含まれた働き方改革に

より一歩前進したところですが、北海道大

学においてはその実施はまだ充分とは言

えないと思っております。コロナウイルス

の終息がなかなか見通せず、就労に関す

る環境はしばらく混乱が続くと思われます

が、そのような中でも労働条件の諸問題

で大学側と交渉できるよう頑張りたいと思

います。 

 

次期総長選考へ向けて候補者への公開質問状を準備しています 

日 

程 


